

































































析・考察を行う。第 6 節では，第 5 節で行


















hxfhxf /)()(  で初めて極限が導入されるが，
教科書では微分係数の式に多項式を当て





































になった。また，瞬間の速さの学習では，   が
























































関数      のグラフ上に，2
点 A( ，    )，B(   ，    
  )をとると，      の   か
ら     までの平均変化率




ここで， を 0 に限りなく
近づけると，点 B はこの曲線
上で点 A に限りなく近づき，
      
           
 
      と な
る。このとき，直線 AB はある
直線 AT に限りなく近づく。この直線 AT を点 A におけ
る曲線      の接線といい，点 A をこの接線の接点
という(B)。接線の傾きについて，次のことがいえる。 
関数      の   における微分係数     はこの関





















まず，微分係数の    
   












分係数の定義にある  が 0 に近づいていく
(    ことは，グラフ上でどのような意味
を持つか考えていく。その際，グラフで表
された平均変化率と関数    の交点を点 A，
点 B とし，点 A を点 B に近づける動作を行
















以下の 8 段階になる。 
表 1 教科書の展開にみられる微分係数の
図形的意味の理解段階 
第 1 段階 
微分係数     
   












第 3 段階 
第 2 段階で考えた図形が図 1 の
(A)にある直線 AB であることを
確認する段階 
第 4 段階 




第 5 段階 
第 4 段階で考えた     の図形
的意味は，点 A を点 B に限りな
く近づけることを確認する段階 
第 6 段階 
点 A を点 B に限りなく近づける
とき，直線 AB はどのように変化
するかを考える段階 































































































































傾 き を         











































・対象：福島県 S 高等学校 文系クラス 
    第 2 学年 1 組 8 名 
    第 2 学年 2 組 25 名 
・実際の調査授業の日程等 
9 月 14 日(月)：瞬間の速さの授業 
  16 日(水)：微分係数と接線の授業 
  17 日(木)：曲線の概形についての授業 


























































2. 関数       の 1~2 秒後の平均変化率
はグラフ上でどのように表されるか考
える。 
























①関数       の 1~2秒後の平均変化率を
グラフ上で考える場面 
 平均変化率や微分係数の復習を終えた後，







s1 1 秒から 2 秒だから。 
s2 時間？ 
 授業者と生徒のやり取りから，生徒は平均
変化率が の増加量／  の増加量であると，
捉え切れていない様子がみられた。 













②関数       の 2秒後の瞬間の速さをグ
ラフ上で考える場面 
 この場面では，次に，2~3 秒後の平均変
化率を       の教具を用いて考えさせ
ている。授業者が「2~3 秒後の平均の速さ
はどうなるか。」と発問し，生徒は前に出て
きて， の値が 4~9 になるグラフ上の 2 点を










図 4:平均変化率を示す生徒の様子(2 組) 
しかし，次に 2 秒後の瞬間の速さを教具
を用いて考えさせると，生徒の何人かは  































 この場面では，生徒が   のときに曲線
と接するように直線が引けることを確認し










者とのやり取りで の増加量  の増加量で
あると捉えていない様子がみられた。しか
し，次に授業者が黒板に書いたグラフ上に

















































第 1 段階 
微分係数    
   













第 3 段階 
第 2 段階で考えた図形が図
1 の(A)にある直線 AB であ
ることを確認する段階 
第 4 段階 





第 5 段階 
第 4 段階で考えた     の
図形的意味を，意識できな
い段階 
第 6 段階 
第 5 段階で直線 AB の変化
を考えていく中で，直線 AB
が 1 点を通る直線に近づい
ていき，  の幅が 0 になる
と考える段階 
第 7 段階 
第 6 段階で直線 AB が 1 点
を通る直線に近づくと考
え，     によって直線 AB
の傾きが決定されることに
気付く段階 
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